
光市立浅江中学校 

 ◇第１部 
  人口減少・少子高齢化の現状と中学生の意識について 
   浅江中３年の88％が「将来、浅江に住みたい」 

 

 ◇第２部 
  将来「住みたいまち」とはどんなまち？ 
   誰もが〝幸福感〟をいだけるまち ～安心できるまち、活力のあるまち、高齢者が住みやすいまち～ 

 

 ◇第３部 
  「住みたいまち」にするための５つの提案 
   ①「挨拶プラス１」で安心の輪を広げる  ②「中学生の企画段階からの参画」により地域行事を活性化させる 

     ③「学校と高齢者福祉施設の併設」により高齢者の元気アップ  ④「地域の担い手のバトン」をつなぎ、後継者を育てる 
     ⑤「学び合い」「協働」「創造」により〝浅江モデル〟を生み出す 

平成28年６月１日 浅江地区市民対話集会 

発表内容 

みんなで考えよう 
20年後の光市 

～理想の未来を実現す
るために  私たちがで

きること～ 


